
 2026年度係長採用選考FAQ

分類 Q A

申込

他の採用試験（経験者通年枠）との併願はできますか。 併願はできません。

人事委員会が実施する採用試験（選考）は、当該年度にいずれか１つしか受験す

ることができません。経験者通年枠を受験した方は同一年度内に係長採用を受験

することはできません。

ただし、育児休業代替任期付職員採用試験（選考）とは併願可能です。

申込

複数の募集区分（総合事務と福祉など）に申込することはできますか。 できません。

総合事務、福祉、土木、建築、総合設備（電気・機械）、交通技術（電気・機

械）、水道技術（土木・電気・機械）のいずれか１つを選択し、申込してくださ

い。

異なる募集区分で複数回申込があった場合、最初に申込のあった区分を有効なも

のとして取り扱います。

申込

大学卒採用試験や転職者向け経験者通年枠試験と同様に、

「総合事務（データ/デジタル）」の区分での募集はしていますか。

係長級採用では「総合事務（データ/デジタル）」の区分は設けておりません。

総合事務の業務範囲に含まれますので、デジタル技術（IoT やビッグデータ、AI・

RPA 等）の業務経験を活かしたい方は、総合事務区分にて、お申し込みくださ

い。

申込

受験資格に記載している「正規の職務経験年数」の「正規」とはどのようなも

のを指しますか。

正規とは、期限の定めのないフルタイム勤務のことを指します（臨時的任用や任

期付等の期限の定めのある職員や非常勤職員等は含みません）。

なお、職務経験が複数の場合は合算できます（同一期間内に複数職務に従事した

場合は、いずれか一つの職歴に限ります）。

【参考】神戸市職員（係長級）採用選考案内　受験資格

申込
部下のマネジメント経験がなくても受験できますか。 部下のマネジメント経験は必須ではありません。

申込

申込方法を知りたい。 ページ内の「2026年度選考案内」項目に掲載の選考案内、申込手続に関する注意

事項等を必ずご確認のうえ、以下専用サイトよりお申込みください。

神戸市職員採用試験（選考）専用サイト（https://mypage.3010.i-

webs.jp/kobe/）

処遇等

「福祉、土木、建築、総合設備、交通技術、水道技術区分では、係長級採用選

考として不合格となった方のうち、本人の希望を踏まえたうえで、『係員』と

して合格とする場合がある」とありますが、経験者通年枠で採用される『係

員』との違いはありますか。

同じ『係員』として、入庁いただきますので、違いはありません。

処遇等

採用後の給与（初任給）はいくらになりますか。 給与は、最終学歴・経歴（職務内容・期間）に応じて、一定の基準により決定し

ます。具体的な初任給や年収の試算をご希望の方は、神戸市職員採用ホームペー

ジ掲載の「給与計算シミュレーター」をご活用ください。

https://saiyou.city.kobe.lg.jp/simulator/

処遇等

配属先（勤務先）はどこになるか。 選考段階では配属先は未定です。最終合格後、これまでのご経験等も踏まえて決

定します。

※基本的には、市内のいずれかの部局に配属されます。以下のページをご参照く

ださい。

《神戸市役所組織》

https://www.city.kobe.lg.jp/a41203/shise/about/construction/soshiki/index.ht
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処遇等

係長としての具体的な業務はなにか。

また、採用後すぐに部下が配置されるのか。

単純な事務仕事だけではなく、庁内他部署や庁外との調整や市会対応など、多く

のステークホルダーを巻き込んで事業を推進することが必要となります。

また、部下の指導・育成にあたっては、日常的な進捗管理・業務指導を行うほ

か、年数回の面談や人事評価などの業務があります。

なお、配属先の部署によっては、必ずしも部下が配置されるとは限りません。

《神戸市における「係長級職員」の基本的な役割》

関係部局等と連携を図り事業を計画的に推進するとともに、部下に対する助言や

業務の配分を行い、職員の意欲向上、人材育成に取り組む。
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